














































































































































































































































































































































































































































































　ところで，ニュートンの力の法則は F＝ma で表される。すなわち，加速度 a は質量 m に
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する「弱い連携」の構築に精進していることが，日産自動車の指数関数的進化を可能にしてい
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で結び付き，お互いが刺激しながら進化の連鎖が頻発する道を探求したことが，指数関数的進
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化に成功したと断言できる
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社は，小企業特有の大きなエネルギーを持ち，それを使った他の企業との連携を活用するだけ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
でなく，小企業のような俊敏で大胆な経営判断ができる自由闊達で挑戦的な社風を有している。
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
加えて，３社は，小企業しか持ちえない環境適応力や多様性などを持ち，指数関数的進化を可
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
能にしている
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２番手企業が変化を求めて挑戦する姿勢が，指数関数傾向という指標に明瞭に定量化されてい
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ると言える。業界トップ企業という雷名や威光が作り出す過信と驕りが指数関数的進化を妨げ，
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逆に，業界２番手企業という絶好の位置
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（ポールポジション）が指数関数的に進化させている





















0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
重視し，他社との共同研究や共同開発を精力的に拡大し，他社と適度な距離を保ちながら「弱
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
い連携」を活用することで「進化の連鎖」を成功させ，束縛を排除し自由度を高めることでイ
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ノベーションのスピードを最優先して，加速的な進化し続けていることが共通した特徴である
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互いに自主独立を堅持しており，自由な行動が許され，互いが共生する味方であると同時に競
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争する敵でもあるような相反し，かつ，矛盾した関係が構築されやすくなる
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逃さない緊張感の下で，互いが切磋琢磨することになる
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るため，敵や味方の区別はなくなる。弱い連携は，むしろ，味方よりも敵と考えられる企業か
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らの刺激が進化を誘発することが多くなる
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ることになり，その境界線の移動こそが指数関数的企業を構築する根源である
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て，連携する相手の進化に刺激を与えるだけでなく，連携企業の進化が自社に反響し，それら
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
が共鳴するため，弱い連携をプラットフォームとする山彦のような進化の連鎖が起こっている
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
と考えられる
0 0 0 0 0 0
。すなわち，これら３社は，弱い連携をうまく活用して進化の連鎖を起こし続け
ることができるため，指数関数傾向が非常に強い指数関数傾向ベスト企業であると考えられる。
　本論文が指摘した「弱い連携」と「進化の連鎖」が日本企業の指数関数傾向を高め，多くの
日本企業が指数関数的進化企業に変わることを期待したい。
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５章　まとめ
１）トヨタ自動車，日産自動車，本田技研の大手自動車３社は指数関数的進化企業である。
２）自動車材料を研究開発する新日鐵住金とパナソニックと日立製作所は，指数関数的進化企
業の大手自動車会社との共同研究で刺激を受け，指数関数的進化の遺伝子を引き継いだ可能
性が高い。
３）情報通信技術の進歩と企業の指数関数的進化は強く関連している。
４）企業の進化形態には，加速進化（指数関数的進化），定速進化（直線的進化），変動進化（加
速減速進化）の３パターンが存在し，加速進化企業は37％，定速進化企業は33％，変動進化
企業は23％であり，その他７％は退化企業である。
５）指数関数的進化企業に自動車業界が多く，進化と退化を繰り返す変動進化企業に製薬会社
が多い事実から，日本企業の進化形態は，企業だけではなく，業界の持つ特徴が色濃く反映
されている。
６）企業間競争は相対的なものであるため，指数関数的に進化する企業が多くなれば，今まで
通り直線的に着実に進化する企業でさえも，進化ではなく，むしろ退化と考えるべきである。
７）日産自動車は，共同研究や共同開発を非常に積極的に取り入れ，多様性を活用して多種の
アイデアを利用する社風に満ち溢れており，日本企業が激しく抵抗するダイバーシティをう
まく取り入れている。
８）仏ルノーと日産自動車の関係において，互いの独自性を尊重する「弱い連携」の構築に努
力していることが，日産自動車の指数関数的進化を可能にしている。
９）富士フイルムは自由で働きやすい職場作りに気を配っており，これらの取り組みが指数関
数的進化を可能にしている。
10）川崎重工は，三井造船との経営統合という「強い連携」による退路を断ち，さまざまな企
業と「弱い連携」で結び付き，お互いが刺激し合いながら進化の連鎖を起こし，指数関数的
進化に成功している。
11）日産自動車や富士フイルムや川崎重工のように，共同研究を重視し，他社の知恵を積極的
に交換し合う姿勢は，指数関数傾向が非常に強い企業を作ることになる。
12）日産自動車や富士フイルムや川崎重工は，事業領域が広範囲にわたり，まったく異なる分
野の研究開発に果敢に挑戦し，それらを横展開させた分野横断的な研究開発を特徴としてい
る。
13）日産自動車や富士フイルムや川崎重工は，多様性を確保するためダイバーシティを活用し，
他社と適度な距離を保ちながら「弱い連携」を構築し，連携相手からの束縛を排除し自由度
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を高めたため，「進化の連鎖」が起こりイノベーションのスピードを高めたことが，共通し
た特徴である。
14）日産自動車や富士フイルムや川崎重工は，小企業特有の大きなエネルギーを持ち，それを
使って他企業との連携を活用し，小企業のような俊敏で大胆な経営ができている。３社は，
小企業しか持ちえない環境適応力や多様性を持ち，小企業の必須要件をすべて備えた大企業
である。
15）企業の研究開発の成果は，企業業績に先行する指標であるため，企業の将来は企業の研究
開発状況を見れば予想可能である。本論文の提案する重要特許比率の傾向管理は，企業の未
来を定量的に予見する最適な指標である。
16）指数関数傾向により企業が４分類できる。【第一分類】「指数関数傾向ベスト企業」は，日
産自動車，富士フイルム，川崎重工の３社である。【第二分類】「指数関数傾向プラス企業」は，
日立製作所，三菱瓦斯化学，本田技研，東レ，オリンパスの５社である。【第三分類】「指数
関数傾向ゼロ企業」は，トヨタ自動車，新日鐵住金，パナソニック，ブリヂストン，三菱重
工の５社である。【第四分類】「指数関数傾向マイナス企業」は，日本電気，シチズン，三菱
レイヨン，積水化学，京セラ，三菱電機，昭和電工，日立化成の８社である。
17）指数関数傾向が非常に弱い「指数関数傾向ゼロ企業」であるトヨタ自動車，新日鐵住金，
パナソニック，ブリヂストン，三菱重工の５社は，いずれも業界トップ企業である。一方，
日産自動車，富士フイルム，川崎重工の３社の指数関数傾向が非常に強い「指数関数傾向ベ
スト企業」は，業界２番手企業である。
18）業界トップ企業は，数多くの部門を抱える大企業であり，研究開発の進むべき方向を統一
することが難しい。ある部門では指数関数的進化であっても，別の部門では直線的に進化し，
それらが混在し，それぞれの進化が打ち消し合い，指数関数傾向がゼロになっている。
19）指数関数傾向は，業界トップ企業が現状維持を望む強さと，業界２番手企業が変化を求め
て挑戦する強さを，定量的に表している。
20）弱い連携の下では，序列や支配構造が存在せず，互いに自主独立を堅持しており，自由な
行動が許され，互いは共生する味方であると同時に競争する敵でもあるような相反し矛盾し
た関係が構築されやすくなる。弱い連携は競争と共生という矛盾した関係の同時進行をもた
らし，互いの共生力と独自の変化する力を同時に向上させる。
21）弱い連携における情報は，命令的や教示的ではなく，その情報を活用するかどうかは情報
の受け手の判断に任せられる。そのため，弱い連携は，多様性を担保でき，新規性の創出を
促進し，進化のスピードを加速する。弱い連携は，指数関数的進化企業を構築するための最
適な手段である。
22）弱い連携では，お互いが刺激し合い進化の連鎖を受け継ぐことを優先するため，敵や味方
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の区別はなくなる。弱い連携は，味方よりも敵と考えられる企業からの刺激が進化を誘発す
ることが多くなる。敵と考えていた企業との共同研究が，大きな成果をもたらすことが頻繁
に起こる経験から，あえて敵と考えられる企業と共同研究が行われる。
23）共進化は，味方同士で起きるだけでなく，敵と味方の間でも起き，共進化の下では，敵と
味方の境界線の移動が珍しいことではなくなる。この敵と味方の境界線を変えること自体が，
企業にイノベーションをもたらす。
24）連携する企業から刺激を受けるだけでよいのであって，連携企業から多くのことを期待し
過ぎて連携企業と強く合体してはならない。連携する企業は，連携の目的と役割と限界を認
識し，弱い連携をプラットフォームとする拘束のない自由な関係を構築すべきである。
25）日産自動車や富士フイルムや川崎重工は，自社が進化したことが契機となって，連携企業
に進化の刺激を与えるだけでなく，連携企業の進化が自社に反響し，それらが共鳴するため，
弱い連携が山彦のような進化の連鎖を起こしている。
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